
   たぬしまる  久留米市立田主丸中学校通信 

    【教育目標】ともに未来を切り拓く「人間力」を身につけた生徒の育成 

       令和５年８月２５日（金）Ｎｏ．９   文責：校長 立山雅夫 

☆ ２学期が始まりました。 

７月１０日の豪雨災害の復興に関して、田主丸の街中は、この夏休みも、家の片

づけを行っている姿や各地からボランティアの方が、作業をしておられる姿が見ら

れました。ボランティアの方々には、本当に感謝です。私の家にもボランティアの

方に来ていただき、流れてきたがれきなどを撤去しました。とても助かりました。

まさに、終業式の式辞で述べた、心に残った言葉、「ごくありふれた日常の中に、

さりげなく、ひっそりと幸せは隠れている。人を喜ばせることが一番うれしい。人

の笑顔が一番幸せになる。人は助け合いで生活できている」をしみじみ感じました。 

この夏休みの間で、ずいぶん復興が進みましたが、まだまだ、店舗など再会でき

ていないところもあります。また、竹野校区では、今なお、がれきや土砂を取り除

く工事が行われています。幸いにも、竹野小学校は、３日前から学校が再開され、

安心しているところです。 

 １日も早く、日常生活が安心して送れるようになることを願っています。  

さて、３５日間の夏休みが終わりました。生徒の皆さんには、１学期の終業式の 

式辞で１学期を振り返って２学期にその反省を生かしてほしいという話をしまし

た。その中で、１学期当初、話をした生徒の皆さんに望むこと「自ら挨拶をするこ

と」、「勉強すること」「誰もが、学校が楽しくなるようにすること」、「目標をしっ

かり持ってそのことが達成できる取り組みを行うこと」をもう一度振り返って、２

学期に臨むようにしてほしいと伝えました。ぜひ、今日から２学期が始まります。

１学期の反省が生きるように取り組みを行ってほしいと強く願います。 

２学期の始業式の式辞（一部抜粋）より 
いよいよ、今日から 2 学期が始まりますが、２学期が始まるにあたり、皆

さんに、「本気」、「エンジン」というタイトルの詩を紹介します。 
皆さんの中には、ご存じの人もいると思いますが、この「本気」「エンジン」
という詩は、相田みつをさんの詩で、相田みつをさんは、栃木県足利和市に
１９２４年に生まれ、１９９１年に６７歳で亡くなられた、有名な詩人です。 
【本気】  

 「なんでもいいからさ 本気でやってごらん 本気でやれば たのしいから 
本気でやれば つかれないから つかれても つかれが さわやかだから」 
この詩を皆さんの活動に照らし合わせると、例えば先ほど紹介した部活動、

練習後は疲れたと思いますが、この詩で言っているように、その疲れはさわ
やかな気分になったのではないか、定期テストのテスト勉強、遅くまで勉強

をして疲れたと思いますが、勉強が終わった後、気持ちがさわやかになった
ことのある人も、いるのではないでしょうか。 
日常のことで言えば、長い坂道を自転車で登り切り、風を浴びながら下って
いく時の気分と同じではないでしょうか。 
しかし、練習をやるのも、勉強をするのも、この自転車をこぐのも、言うま
でもなく自分自身です。 
 その詩として、「エンジン」というタイトルの詩があります。  
【エンジン】 

 「あのね 自分に エンジンを かけれるのは 自分自身だからね」 
行動するのは、自分しかいない。変わりはいないということです。 
人から言われてやるのではなく、自ら行うこと、そのことが大切ですね。 
 この２つの詩を心のどこかに留めて、これから始まる２学期の生活の糧に
してください。 
 
3年生は、進路に向けて行動するときがやってきました。4ヶ月もしないう

ちに、卒業後の進路を決めなければならない時期に入ります。受験生の自覚
を持ち、１日１日を計画をもって学習面にも力を入れ生活してください。そ
して、自分の進路獲得に邁進してほしいと思います。 
 ２年生の皆さんは、本校の中堅学年として生徒会や部活動の活動でリーダ
シップを大いに発揮してください。 
 １年生の皆さん、学校にも慣れ、中学生らしくなりました。中学校３年間
はあっという間に過ぎていきます。何に対しても失敗を恐れずチャレンジ精
神で臨んでください。  
 どの学年も、この２学期、「本気」「エンジン全開」で田主丸中を盛り上げ
ていくこと、皆さんの健康と確かな成長を期待して、始業式の式辞とします。 

 
☆中体連大会・弁論大会・コンクール結果（よく頑張りました！） 
 〇福岡県中学校体育大会結果 
 ・柔道…男子団体（予選リーグ惜敗）、女子団体（予選リーグ惜敗） 
 ・柔道個人 

（優勝）‐55㎏ 古賀龍之介 （３位）‐55㎏ 赤司匠海 
  （３位）‐81㎏ 野中詣斗  （３位）‐40㎏ 川副莉央 
  （惜敗）‐50㎏ 日野和真・高木健志 ‐90㎏ 永瀬翔護    
      ＋90㎏ 山本汐音・古賀宏  ‐44㎏ 橋本和香 
      ‐48㎏ 野中心陽 ‐52㎏ 本村梨華 ‐57㎏ 草野稟捺  
・女子バレー（3位） 

 ・ソフトテニス男子個人（惜敗）四島愛也・井上星羅ペア、國武俊希・田中琥鉄 
 ・水泳（予選惜敗）400m 個人メドレー 永松和子 
 ・陸上（予選惜敗）100m 二又健翔 
〇筑後地区青少年弁論大会（準優秀賞）古賀美陽  
〇筑後地区吹奏楽コンクール（銅賞）吹奏楽部 
〇九州中学校柔道競技大会…（優勝）‐55㎏ 古賀龍之介 
〇全国中学校柔道大会…（優勝）‐55㎏ 古賀龍之介 


